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加納隆至 ･大洋秀行 ･.鈴木 晃 ･杉浦秀樹 り
<研究概要>
A)ボノボ (panpaniscus)の分布と生態的特性 (文部和学省科学研究費補助金国際学術研究)
(1)コンゴ森林における野生ボノボの社会及び行動の研究
加納隆至 ･橋本千絵 2)･田代靖子3)
コンゴ民主共和国 (旧ザイール)ジョル地区ルオ保護区ワンバ森林のボノボの継続調査を行
っているこ本年度は渡航自粛勧告のため現地調査はできなかったが､過去に収集された資料に基
づき行動の分析を行った｡
(2)タンザニアのルクワ地方のチンパンジーの研究
加納隆至
アフリカでのチンパンジー南限のルクワ地方において､新しい巣を初めて発見し､生存の証
拠は確実なものとなった｡また､ルクワのチンパンジーはサバンナ植生には造巣しないという､
特異な習性をもっている可能性がある｡
(3)ウガジグのカリ､ンズ森林におけるチンパンジーと他種霊長類の生態学的研究
橋本千絵 ･田代靖子 ･加納隆至
食物生産量と社会的因子がチンパンジーの集団編成パターンにどのような影響を与えるか
を調査した｡また､哨乳類コミュニティの中でチンパンジーの占める生態的地位について研究す
ると共に､霊長類とその他の噛乳類の採食生態と環境利用に関するデータを分析した｡特にロエ
ストモンキーを対象に､探食生態のデータを分析した｡
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